源氏物語 

花 宴 



匕,！ 

紮 ーェ咅 

與謝野 晶子 訳 



春の 夜の もやに そ ひたる 月な らん 手枕 

かしぬ 我が 仮ぶ しに (晶子) 

二月の 二十 幾日に 紫宸殿の 桜の 宴が あった。 玉座の 

ちゅうぐう 

左右に 中宮 と 皇太子の 御 見物の 室が 設けられた。 

こき でん にょご ふじつぼ 

弘徽 殿の 女御 は 藤 壺の宫 が 中宮に なって おいでになる 

ことで、 何 かのお りごと に 不快 を 感じる ので あるが、 

催し 事の 見物 は 好きで、 東宮 席で 陪観して いた。 日が 

よく 晴れて 青空の 色、 鳥の 声 も 朗らかな 気の する 南 庭 

を 見て 親王 方、 高級 官人を はじめと して 詩 を 作る 人々 



て 行く ことが、 ちょっとした ことなの であるが 難事に 

はかせ ふうさい 

思われた。 博士な どが みすぼらしい 風采 をしながら も 

ま ^ 

場馴れて 進退す るのに も 御 同情が 寄ったり して、 この 

I おぼしめ 

御覧になる 方々 は おもしろく 思 召された。 奏せられる 

音楽 も 特にす ぐれた 人た ちが 選ばれて いた。 春の 永日 

がよう やく 入り日の 刻になる ころ、 春鶯 囀の 舞が お 

もみじの が せいが いは 

もしろ く 舞われた。 源氏の 紅葉 賀の青 海 波の 巧妙で 

おぼしめ かざし 

あった こと を 忘れが たく 思 召して、 東宮が 源氏へ 揷 

の 花 を 下賜 あそばして、 ぜひ この 舞に 加わる ようにと 

切望 あそばされた。 辞しが たくて、 一 振り ゆるゆる 袖 

を 反す 春鶯 囀の 一節 を 源氏 も 舞った が、 だれも 追随し 



い 源氏であった。 美しい 感じの 人だった。 女御の 妹た 

ちで あろうが、 処女で あつたから 五の 君 か 六の 君に 違 

だざいの そつ 

いない。 太宰帥 親王の 夫人 や 頭 中将が 愛しない 四の 君 

など は 美人 だと 聞いた が、 かえって それで あったらお 

もしろ い 恋 を 経験す る ことになる のだろう が、 六の 君 

► J うき ゆ う 

は 東宮の 後宮へ 入れる はず だと か 聞いて いた、 その 

人で あったら 気の毒な ことにな つたと いうべき である _ 

幾人 も ある 右大臣の 娘の どの 人で あるか を 知る こと は 

困難な ことであろう。 もう 逢うまい と は 思わぬ 様子で 

あった 人が、 なぜ 手紙 を 往復させる 方法に ついて 何 ご 

とも 教えな か つたので あろうな どと しきりに 考えられ 



めて おいてから 行こうと して 自邸の ほうへ 帰った。 二 

三日ぶ リに 見た 最初の 瞬間に も 若紫の 美しくな つたこ 

あいきょう 

とが 感ぜられた。 愛嬌が あって、 そして また 凡人 か 

ら 見いだ しがたい 貴女ら しさ を 多く 備えて いた。 理想 

どおりに 育て上げよう とする 源氏の 好みに あ つてい く 

ようで ある。 教育に あたる のが 男で あるから、 いくぶ 

ん おとなし さが 少なくな り はせ ぬかと 思われて、 その 

あや； 5- 

点 だけ を 源氏 は 危 んだ。 この 二、 三日間に 宮中で あつ 

たこと を 語って 聞かせた リ、 琴 を 教えたり などして い 

て、 日が 暮れる と 源氏が 出かける の を、 紫の 女王 は少 

女心に 物 ray らず思 つても、 ， j の ごろ は 習 つづけられて 



いた ことはありませんでした。 ただ今 は 専門家に 名人 

が 多う ございます からね、 あなたな ど は 師匠の 人選が 

よろしくて あのお できぶ りだつた のでしょう。 老人 ま 

でも 舞って 出たい 気が いたし ましたよ」 

「特に 今度の ために 稽古な ど はしませんでした。 ただ 

宮廷 付き の 中での よい 楽人に 参考になる - J と を 教え て 

もらいな どした だけです。 何よりも 頭 中将の 柳 花苑が 

みごとでした。 話に な つ て 後世へ 伝わる 至芸 だと 思つ 

たのです が、 その上 あなたが もし 当代の 礼讃に 一 手で 

も 舞 を 見せて くださいましたら 歴史上に 残 つて この 

御代の 誇りに な つたで しょうが」 



に 賛意 は 表されなかった が、 さすがに 若い 源氏と して 

おもしろい ことに 思われた。 この 中の だれ を 恋人と 見 

分けてよ いの かと 源氏の 胸 はと どろいた。 「扇 を 取ら 

こまう ど 

れ てからき 目 を 見る」 (高麗 人に 帯 を 取られて からき 

じょうだん 

目 を 見る) 戯談 らしく こう 言つ て 御簾に 身 を 寄せて 

ヽ to 

レ 力 

こ まう ど 

「変わった 高麗 人な のね」 

と言う 一 人 は 無関係な 令嬢な のであろう。 何も 言わ 

ためいき 

ずに 時々 溜息の 聞こえる 人の いる ほう へ 源氏 は 寄つ て 

きちょう 

行って、 几帳 越しに 手 を とらえて、 
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